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入札結果 平成21年12月25日～平成22年1月28日/現在　（単位：円）

工事（業務）等の名称
（実施箇所）

契約価格
（税込み） 契約業者 完成予定

平成 21 年度　旋回気流式微粉砕機
（深谷字市沢地内） 4,252,500 ㈱マックスサービスそうま飯舘農機センター

平成 22 年
２月上旬

平成 21 年度　委第１号
道路台帳整備（補正）業務（村内一円） 2,2050,000 ㈱中庭測量コンサルタント福島事業所

平成 22 年
３月末

平成 21 年度　きこり宿泊棟廊下空調設備設
置工事（深谷字市沢地内） 1,858,500 ㈲長谷川電気工事 平成 22 年

２月下旬
平成 21 年度　農林漁業体験実習館給湯ボイ
ラー改修工事（深谷字市沢地内） 2,037,000 ㈱古俣工務店川俣店 平成 22 年

２月末
平成 21 年度　あいの沢バンガロー等修繕工
事（深谷字市沢地内） 2,415,000 菅野建築 平成 22 年

３月下旬
平成 21 年度　向押山田線道路改良工事
（草野字本町地内） 9,975,000 濱田建設工業㈱ 平成 22 年

３月末
平成 21 年度　基盤整備事業（農道）事業請
負第１回工事（深谷字大森地内） 15225,000 ㈲福相建設 平成 22 年

６月末
平成 21 年度　林道改良（局部改良）事業牧
場線請負第１回工事（小宮字牧場地内） 13,492,500 濱田建設工業㈱ 平成 22 年

３月末
平成 21 年度　ごみ収集塵芥車（プレス式）
一式（伊丹沢字伊丹沢地内） 10,080,000 福島日野自動車㈱ 平成 22 年

３月末
平成 21 年度　トヨタ　エスティマハイブ
リッド車購入（伊丹沢字伊丹沢地内） 4,022,501 渡辺輪業自動車整備工場 平成 22 年

３月下旬
平成 21 年度　コミュニティバス購入（伊丹
沢字伊丹沢地内） 7,612,500 三菱ふそうトラック・バス㈱福島支店

平成 22 年
３月中旬

平成 21 年度　飯舘村ＬＧＷＡＮ機器更新事
業（伊丹沢字伊丹沢地内） 1,470,000 ㈱ＦＳＫ 平成 22 年

３月末
平成 21 年度　飯舘村学校ＩＣＴ化校務用情
報端末整備事業（小・中学校） 7,959,000 ㈱大一事務機 平成 22 年

３月末
平成 21 年度　滝下川改修工事（飯樋字滝下
地内） 924,000 ㈲渡建工業 平成 22 年

３月末
平成21年度　大谷地線側溝補修工事（草野字
本町地内） 1,207,500 ㈲福相建設 平成 22 年

３月末
平成21年度　渡戸前田線側溝補修工事（前田
字福田内） 1,942,500 ㈲福相建設 平成 22 年

３月末
平成21年度　大火比曽線拡幅工事（飯樋字大
火地内） 1,564,500 ㈱英工務店 平成 22 年

３月末
平成21年度　松塚モミノ木線拡幅工事（関根
字谷地向地内） 1,396,500 ㈱英工務店 平成 22 年

３月末
平成21年度　笹峠線側溝補修工事（比曽字笹
峠地内） 1,417,500 濱田建設工業㈱ 平成 22 年

３月末
平成21年度　宮内大北線側溝補修工事（草野
字小北地内） 945,000 ㈲渡建工業 平成 22 年

３月末
平成21年度　交通安全施設設置工事（伊丹沢
字笹ノ沢地内　外） 1,344,000 濱田建設工業㈱ 平成 22 年

３月下旬
平成21年度　防犯灯工事（関沢字道添地内　
外） 840,000 ㈲鹿山電気商会 平成 22 年

３月末
平成21年度　飯舘村情報通信基盤２芯整備事
業（飯樋地区）積算業務委託 1,260,000 ㈶ふくしま市町村建設支援機構

平成 22 年
２月末

平成21年度　軽トラック購入（伊丹沢字伊丹
沢地内） 686,406 渡辺輪業自動車整備工場 平成 22 年

３月中旬

農業委員会からのお知らせ

相続等により農地の権利を取得した場合は届出が必要です！
◆改正農地法の施行日以降（平成21年 12月 15日）に相続等により農地の権利を取得した
場合には、農業委員会へ届出が必要となりました。

◆届出の用紙については、農業委員会事務局に備え付けてあります。また、住民課の窓口に
もありますので、農地の権利を取得した場合には必ず農業委員会へ届出をお願いします。

42-1629

改正農地法等は、21年12月から施行されます。

▲活発な意見が述べられた意見交換会

年で５回目となる村農業委員と認
定農業者の学習会を１月 20 日宿
泊体験館「きこり」において開催
しました。

　学習会では、改正された「改正農地法及び戸別
所得保障制度等」について、福島県農業会議の
河嶋部長さんより詳細な説明をいただきました。
　内容は、「新たな農地制度の目的」と「戸別所
得保障制度」の情報等で、国内における農業情
勢は危機的な状況にあるため戸別所得補償制度
の導入によって、農業を継続できる環境を整え、
農業の再生を行い、国内の食糧自給率の向上を
図ることを目的にしているということです。
　また、確定した戸別所得保障制度ではないので、今後とも政府の動向に注目していく必要があるとのこ
とでした。学習会に引き続き、農業委員と認定農業者との懇親会を行い意見等の交換で親睦を図りました。

▲学習会のようす

月 18日に宿泊体験館「きこり」
において川俣町農業委員会と
飯舘村農業委員が、「改正農地
法に向けた飯舘村農業委員会

の活動状況」について意見交換会を行いま
した。
　村農業委員会では、農地法の改正によっ
て果たすべき役割が一層重要となることか
ら平成 21年９月に４つの特別委員会を立ち
上げ、農業委員が一丸となって取り組みを
行うこととしていることを説明しました。

村農業委員と川俣町農業委員会が意見交換会を行いました。村農業委員と川俣町農業委員会が意見交換会を行いました。

農業委員と認定農業者の学習会を開催しました。農業委員と認定農業者の学習会を開催しました。
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